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	A．研究目的
	B．研究方法
	C．研究結果
	研究対象者男性1,324名，女性737名のうち，2003年から2016年までの13年間で，男性66名，女性10名の死亡が確認された。
	観察集団の死亡状況について，全国または富山県を基準集団として間接法による年齢調整死亡率を求めた。全国を基準集団とした場合，SMRは，男性0.62（95％信頼区間 0.60-0.65），女性0.38（0.36-0.40）だった。富山県を基準集団とした場合でも，SMRは男性0.65 (0.60-0.71)，女性0.41 (0.37-0.47)と，全国を基準とした時よりも若干SMRは上昇するものの，概ね同様の結果であった。すなわち，本研究の対象集団では，全国と比較して男性で約4割，女性で約6割死亡が少な...
	次に，退職前の健康診断結果と退職後の死亡リスクとの関連を検討した。カプランマイヤー法（log-rank検定）を用いた解析の結果，総死亡リスクは，男性ではBMI （p<0.001），血圧（p<0.039），喫煙習慣（p<0.001），代謝異常の合併数（p=0.012）と総死亡のリスクが有意に関連を認め，また耐糖能と総死亡リスクが関連する傾向を認めた（p=0.083）。女性では死亡リスクと有意に関連する項目は認められなかった。
	これらの関連する項目をもとに，総死亡のハザード比を求めた（表1）。性・年齢調整モデルでは，男性，BMI 18.5 kg/mP2P未満，現在喫煙者，で有意な総死亡リスクの上昇を認めた。また，BMI 25.0 kg/mP2P以上の肥満者，高血圧者（収縮期血圧140 mmHg以上，拡張期血圧 90mmHg以上，または降圧剤の服薬者）や耐糖能異常・糖尿病者ではハザード比は1.5-1.7と高いものの，有意な上昇は認めなかった。また，これらの項目でお互いに調整した多変量調整モデルでも結果は同様であった。
	各々の代謝異常の代わりに代謝異常（血圧高値，脂質異常，血糖高値）の合併数を用いたモデルで同様な検討を行った（表2）。性・年齢調整モデルでは，男性，BMI 18.5 kg/mP2P未満，現在喫煙者，および代謝異常合併数2-3のもので有意な総死亡リスクの上昇を認めた。これらの関係は多変量調整モデルでも同様であった。
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